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	 論	 文	 要	 旨	  
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終	 章	 本研究の総括と今後の課題	 	
	 第１節	 本研究の総括	
	 第２節	 本研究の成果とその意義及び今後に残された課題	















	 	 １	 就学前教育と小学校教育の接続についての先行研究と昨今の教育現場の現状から，本	
研究の課題を整理し，初等数学教育における数概念形成に焦点を当てる必要性を明らか	
にする．	
	 	 ２	 数概念形成という数学的な視座と，子どもの「気付き」という視座から，初等数学教	
	 	 	 育における数概念形成のための理論的枠組を構築する．	
	 	 ３	 実証的研究を通して初等数学教育における数概念形成のための学習環境の理念と条件	
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ち，「前提としての知識を決める調査」と「教授実験」という２つの実証的研究を行った．	
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